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Coupe du Japon MTB （略称；ＣＪ）とは
正式名称「ＪＣＦ公認 Coupe du Japon MTB」（クップ ドュ ジャポン）は略称を「ＣＪ」と記し、国際自転車競技
連合（以下 UCI）規則に従って行われる国際大会等を含む国内で開催される一連の JCF 公認大会です。

毎年、Coupe du Japon では、さまざまな大会が開催されますが、このシリーズは国内カレンダーの中で重要な
位置を占めています。
競技者＝新人から熟練者、マスターズまでにとって、これらのシリーズ１戦、１戦が、また総合成績、ランキングは、
全日本選手権、大陸選手権、世界選手権、オリンピックへと続く重要なステップでもあり、UCI ワールドカップなど
のハイレベルな国際大会への重要な足がかりとなります。

Coupe du Japon は、国内アスリートに全国の、また他の強豪国からの競技者との貴重な競技体験の機会を
与え、そのモチベーション、ライディングレベルを向上させ、最高のパフォーマンスを発揮することができる機会を
与えます。

マウンテンバイクは素晴らしいスポーツですが、レベルの高い大会を開催するのは大変なことであり、大会全体
の明確なビジョンと、選手が最高のコンディションで競技に臨めるよう細部にまで気を配る必要があります。

このような重要なイベントを開催するオーガナイザーを支援するため、私たちは Coupe du Japon の成功に必
要なステップを紹介するガイドをまとめました。
UCI（国際自転車競技連合）や JCF（公益財団法人日本自転車競技連盟）が提供するガイドや競技規則と合わ
せて参考にしていただいて、困難ではあるが実りのあるイベント作りのツールとして活用いただけますことを願っ
ています。すべてのオーガナイザーに心から感謝いたします。

1. 大会名称

Coupe du Japon MTB （クップ ドュ ジャポン　MTB）
「Coupe du Japon　MTB　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」各大会名称の標記

2． 大会要項表記

次の記載をお願いいたします。

主催： 開催地主催者（従来どおり）、一般社団法人ＭＴＢリーグ（追記＝JKA 補助事業である場合）

公認：UCI（国際自転車競技連合）、公益財団法人日本自転車競技連盟
（国際登録大会のみ UCI 表記が入ります）

後援： 「開催地都道府県」自転車競技連盟、　一般財団法人日本自転車普及協会、
一般財団法人自転車産業振興協会、　一般社団法人自転車協会
公益財団法人ＪＫＡ（ＭＴＢリーグの JKA 補助対象事業の場合）

協賛： 開催地主催者による協賛各社、シマノセールス株式会社、株式会社オージーケーカブト
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＊2023 年度に「自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業 補助事業」といたしまして
Coupe du Japon の補助要望を行っております。補助の採択結果は 4月以降となりますが、先駆けて
要件に関する部分に付きましてはご協力を頂きまして、各大会のより良い運営に資することと
存じますのでよろしくお願いいたします。
これに関して、一般社団法人ＭＴＢリーグは主催の一部、補助関係の手続きについて担当を負います
ので、対象大会については、主催への併記をお願いいたします。
その他各大会主催の役割はは従来どおりとなります。

＊開催組織としては、各開催都道府県連盟の協力（後援など）を得ることとなっております。
これについては、必要があれば、ＭＴＢリーグからも各都道府県競技連盟にお願いを送付いたします。

＊あわせて自転車関係団体にも後援のお願いを行っておりますので、要項において記載いただけ
ますようお願いいたします。

＊シマノセールス株式会社様には年間でナンバープレート、コーステープの協力を頂いております。
株式会社ＯＧＫカブト様には補給用のウォーターボトル、動画作成費用補助を協力いただいて
おりますので、協賛者への併記をお願いいたします。
また、これらの２社がブース使用を希望する場合には、基本料金の無料受け入れをお願いいたします。

3． 大会での表示

大会名称と合わせて次のロゴを表示ください。

Coupe du Japonロゴ

　　　

公益財団法人日本自転車競技連盟

　

公益財団法人ＪＫＡ　競輪補助事業であることの表示(ＪＫＡ補助事業である場合に必須)

ＵＣＩ　国際自転車競技連合（UCI 登録大会のみ）
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株式会社オージーケーカブト

　 　

シマノセールス株式会社

ロゴデータ保管場所
https://mtb-l.jp/wp/wp-content/uploads/2024/02/2024logos.zip
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4. 共通バナー掲示場所(推奨)と、記録用写真提供のお願い

大会会場名入りバナー（新設）
会場の様子のわかる背景となる場所

Coupe du Japon バナー
スタート、フィニッシュエリア

OGK カブト社
フィードゾーンへのバナー設置 1枚、
スタｰﾄフィニッシュエリア

シマノ社
スタート、フィニッシュエリア

KEIRIN 補助事業
スタート、フィニッシュエリア
表彰ステージ、フロントまたはバック

各大会での設置および、記録について、ご協力をお願いいたします。
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5. テクニカルガイド抜粋

特に競技面での変更点、重要点について抜粋いたします。

　3. 競技者クラス
B:JCF カテゴリ
③ マスターズ； 35歳以上（1989 年以前生まれ）の競技者でこのクラスを選択した登録者。

35+,40+,50+,60+の表彰設定あり。

2024 年度よりマスターズの最低年齢が 35 になります
UCI は数年前に変更済み

　6.1. チームの名称
チームの名称には、他のチームまたは団体と明確に区別できる固有の正式名称を持たなければ
ならない。チーム名称は、暦年中に変更することは出来ない。チーム名の最大文字数は日本語、
英語表記とも 30 バイトである。

結果報告などに使用される名称についての制限

　6.3. 登録
チームは毎年度、登録手続きを行わなければならない。
チーム及びその構成する競技者は、参加資格および保険適用確保のために各出場大会の開催前月
までにチーム登録がされている必要がある。納入された登録費、保険料について返金を求めること、
譲渡などはできない。登録がされていない競技者について主催者または連盟は参加を拒否する権限を
有する。その場合においても参加費の返還は行わない。参加が承認されてもチーム登録における保険
適用を保証するものではない。

保険適用のために前月まで登録されていなければなりません

　8.1 大会会場においてナンバーなどを受け取るレジストレーションを行なう。この際には有効なラ
イセンスを提示しなければならない。
エントリーリストには次の項目が最低限含まれ五十音順となる。
　　種目　BIB　クラス　氏名　フリガナ　生年月日　UCI　ID　チーム名　JCF 都道府県　

受付にて使用するリストは、次のように制作をお願いします。
これは、紙、データ共に制作されコミッセール及び受付担当スタッフにて運用します。
五十音またはアルファベット順

CHK 備考１ BIB 種目 クラス 氏名 ヨミガナ UCI-ID チーム 都道府県

例

受取確認
枠

過入金
1,000円

568 XCO ME ＊＊　＊
＊

＊＊　＊
＊

***** ＊＊＊＊ 北海道

上記リストのチェック、備考欄を除いたものは大会受付リストとして事前公表できます。
スタートリストは、大会時にタイミング社と作成され、コミッセールを通じて発表します。

　9. ナンバー
ナンバープレートは、ＣＪ−Ｕ，ＣＪ１大会に最初に参加する際に、与えられた番号を年間使用する。
ナンバーの改変は許可されていない
競技者は初参加大会時に配布されたナンバープレートを管理し、次回大会参加時に持参する。
ボディナンバーは、大会ごとに配布されるものを装着する。

年度最初の Coupe du Japon 大会参加時に配られます。
ＪＫＡ補助大会のボディナンバーには表示が入ります
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　10. トレーニング／ウォーミングアップ
　10.2. 最低時間

競技前日に最低 2時間、当日に 30分以上を設ける。ダウンヒルにおいてはトレーニング前に
徒歩でのインスペクションを設け、前日に次のクラスではタイムドセッションが行われる場合がある。
（エリート、マスターズ、ユース）
UCI 登録レースに於いては、これにかかわらず、少なくとも競技 24時間前にコースが完成して
いなければならない。

トレーニング時のマーシャル配置については最低限を主催者にて準備し救護
などに当たれるように実施。少人数になる場合には移動マーシャル配備も有効。

　11. セレモニー
各公認クラスの上位３位を表彰する。マスターズにおいては３５，４０，５０，６０以上を
それぞれと対象とするが年間登録者が 3 名に満たない場合にはその年代の表彰は行わない。
表彰については、原則クロスカントリーの場合には３位確定後、ダウンヒルは競技終了後ただ
ちに表彰式を行う。同時間帯のクラスがある場合にはその最終確定時に行う。他の競技が重な
る場合には、次の競技スタート後に行うことがある。表彰対象者の出席は義務である。
表彰時には原則競技用、またはチームの服装とし、サングラスなどの顔が隠れるものを原則着
用できない。

　13. ファーストエイド
少なくとも 1台の救急車または緊急輸送車が用意され、少なくとも 1 名の医療従事者を要する。
これにかかわらずUCI レースに於いては UCI 規則による。
救護の傷病状況は救護担当者により事故発生連絡表（フォーム）に記録され、連盟派遣の
セクレタリーコミッセールに報告しなければならない。

報告先：info@mtb-l.jp

フォーム：http://mtb-l.jp/wp/wp-content/uploads/2016/01/accident_report_form.doc
  http://mtb-l.jp/wp/wp-content/uploads/2016/01/accident_report_form.pdf

最寄りの病院情報などを頂いております。最新のものは大会開催時にアップデイト
願います。
救急車の大会期間中の配置は非常に難しいものですが、その場合にも大会において、
緊急輸送車（普通乗用、救護車としての表示）の配置をお願いします。

　16. クロスカントリー・オリンピック（XCO）
　16.3. ステージング

最新ランキングによりステージングを行う。競技者はステージング開始前に指定されたボック
スにて待機する。１ボックスは最大３０名
オーダー優先は次の通り
０：前日に行われた XCC の上位５位まで

ＸＣＣからは上位 5 位までがＸＣＯでの最初に呼ばれます。

　16.7.　クロスカントリー・ショートトラックが前日に行われる CJ-U,CJ-1 のクロスカントリー・オリンピックの
場合には統合されたポイントがその大会のランキングポイントとなる。

　17. クロスカントリー・ショートトラック　XCC
　17.1. クロスカントリー・ショートトラックは、単独またはクロスカントリー・オリンピック競技が

行われる大会において、その前日までに実施されることがある。

　17.2. CJ-U,CJ-1 において行われる場合のクラスについては次の通り
男子エリート
同大会のクロスカントリー・オリンピックに参加申請された者の中から、直近ランク順の最大
上位 24 名（追加エントリーフィー無し）が参加する。（ランキングは UCI、ナショナルの順に適用）

　17.4. クロスカントリー・オリンピックのスタートリスト反映
CJ-U,CJ-1 において行われる XCC男子エリートの結果、上位５名の順位がそのままクロスカ
ントリー・オリンピックにおいてのオーダー上位５名となる、６位以降は既存ルールが適用される。
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　19. アンチドーピング
いずれの公認大会でもアンチドーピング検査実施の可能性は否定されない。

　　2) 未成年者(20歳未満)である本大会参加者のエントリーにおいては、上記のドーピング検査の
実施について親権者の同意を得たものとみなします。

　　3) 本大会に参加する 18 歳未満の競技者は、親権者の署名した同意書を大会に持参し携帯して下さい。
親権者の同意書フォームは、日本アンチ・ドーピング機構（JADA）のウェブサイト
( https://www.playtruejapan.org/jada/u18.html )からダウンロードできます。
18 歳未満の競技者はドーピング検査の対象となった際に、親権者の署名が記載された当該同意書を
担当検査員に提出して下さい。なお、親権者の同意書の提出は 18 歳未満時に 1 回のみで、
当該同意書の提出後に再びドーピング検査の対象となった場合は、すでに提出済みであることを
ドーピング検査時に申し出て下さい。ドーピング検査会場において親権者の同意書の提出ができない
場合、検査後 7 日以内に JADA 事務局へ郵送にて提出して下さい。親権者の同意書の提出が
なかった場合でも、ドーピング・コントロール手続に一切影響がないものとします。

未成年者の保護者同意書の手続きに変更があります。

　20. その他
　　2) 大会中の疾病および負傷については応急処置を行うが、その後の治療費等は本人の責任とする。
　　3) 健康保険証を持参すること。
　　6) 主催者は、会場での盗難紛失等のトラブルについては一切責任を負わない。
　　7) 大会当日の公共交通機関、道路事情等による遅刻については、主催者は一切責任を負わない。
　　9） 大会における肖像権は公益財団法人日本自転車競技連盟、一般社団法人ＭＴＢリーグ、開催地

主催者に帰属する
　　10)主催者は、会場での盗難紛失等のトラブルについては一切責任を負わない。
　　11)自然な条件で開催される競技であり、雨天や降雪などの場合でも基本的に大会は開催される。

ただし、台風のような荒天、天災など安全確保が難しいとテクニカルデレゲート、コミッセールパネル、
大会主催者、施設運営者が判断する場合に中止とすることがある。中止になった場合にも参加費の
返金は行わない。

　　12)大会実施会場への入退場については主催者、運営スタッフの指示に従って行うものとする。
　　13)主催者が許可した場合を除き会場内に次のものを含む持ち込みを禁止する。

爆発物、、火器類、スタンガンその他の危険物
政治的、宗教的主義、主張、差別的、侮辱的な内容が表示、または連想させる掲示物等

　　14)大会に関して次の行為は禁止する。
競技者、チーム関係者、オフィシャル、観客その他関係者への加害、暴行、暴言、威嚇、付きまとい、
その他迷惑行為。
会場での写真、動画撮影における、フラッシュなどによる競技運営の妨げ、公序良俗に反する撮影と
見られる行為。
その他迷惑行為および主催者の指示に反する行為。

　　＊ マウンテンバイクは難易度の高いスポーツであることを認識してください。
マウンテンバイクコースは、岩や木の根、激しい路面のうねり・凸凹や山の傾斜、人工的なセクションなど、
様々な自然的要素と幾つもの人工的要素により設定され、天候によってもそれらの状況は変化します。
ライダーは自分自身の判断や責任において危険を回避する義務があります。

これらのコースを走行する際にはマウンテンバイクとして適正に製造され、また十分に整備された機材
を使用してください。

コース内で転倒をしてしまった場合、二次事故（後方からの追突など）を避けるため、コース外または
端に退避してください。

メカトラブルなどにより自走困難となった場合には、後続のライダーに注意を払いコース外を歩いて移
動しスタッフ、マーシャルに連絡してください。

他者のアシストを必要とする事故を目撃した場合には一番近くのスタッフ、マーシャルに連絡してくださ
い。

けが人の救助活動のため競技中であってもコース内に車両が進入する場合があります。指示があった
場合には指示に従ってください。

いくつかの禁止事項の追加、アウトドアスポーツであることからの注意点などを追記しています。
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●チーム登録競技者の事故報告（傷害保険手続き）について

公認大会での負傷等についての保険請求手続きは、次のサイトより記入して送信してください。
https://forms.gle/SQJBBa9qxVVR4SLS8

または、下記の内容を本人または代理人より電子メール（info@mtb-l.jp）にて送付願います。
題名は、保険請求（＊＊＊＊大会　　氏名）としてください。
連盟ではメール情報確認後、スポーツ安全協会へ連絡し、その後２週間ほどでスポーツ安全協会の
保険幹事代理店より申請された住所へ「傷害保険金ご請求のご案内書」を送付します。
治療が終了しましたら必要事項を記入・押印、必要書類（領収証、返信用封筒等）を添えて
事務局宛に郵送ください。

103-0005　東京都中央区日本橋久松町 13-6-501
一般社団法人ＭＴＢリーグ　保険申請係
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
チーム名 
氏名＆フリガナ
生年月日 
年齢 
郵便番号 
住所 
マンション・ビル名
電話番号（自宅等）
電話番号（昼間に連絡がつくもの） 
事故発生日 
事故発生の時刻（●時頃など） 
事故発生場所 
事故の状況
　　何をしているとき
　　何が起きて
　　どのようになったか
（何が原因で、どの様になったのかを詳しく記載。「レース中、最終コーナーでスリップして転倒」など） 
けがの部位（大分類） 　頭、首、胸、背、右肩、右腕、右手、左肩、左腕、左手、腰、右足、左足
けがの部位
けがの傷病名 
治療期間（見込み）入院（　）日。通院（　）日 
治療病院名（複数可） 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
本件に関する個人情報は、東京海上日動火災保険株式会社に送信され、 保険引受の判断および損害
サービスの提供 （関係先への照会等の事実関係の調査や関係する損害保険について損害保険会社
間での確認を含みます。） を行うために利用させていただきます。 
保険内容の詳細については、スポーツ安全協会のサイトよりご欄ください（加入区分AW または C）
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6， 連盟、リーグにて担当し準備、提供するもの

・Coupe du Japon　ロゴ、ラベルの使用
・シリーズの総合調整
・フェイスブック、ホームページを使ったプロモーション
・コースやレイアウトに関する技術的なアドバイスとフィードバック
・公式タイトルバナーの提供
・テクニカルデレゲートの任命派遣と交通費、日当の支払い
・コミッセールパネルの任命派遣と交通費、日当の支払い
・ドーピング・コントロール・オフィサーを任命するアンチ・ドーピング組織との連携
・シリーズの報告書
・リーダーズジャージ（現在未定）
・大会の表彰メダルの提供
・シーズン終了時の総合チャンピオンの表彰カップの提供
・登録競技者の保険（チーム登録による）
・リーグによる損害賠償責任保険加入
・各大会共通備品の提供

ナンバープレート　Sponsored by SHIMANO
　（競技者持ち回り、残りを前回開催大会より送付） 前回大会終了後送付
ボディナンバー
　（各大会ごと製作：ロゴ入稿は２ヶ月前にお願いします。） 大会 10 日前送付
バナー
　（Coupe du Japon,ＪＣＦ，ＵＣＩ，MTBL） 前回大会終了後送付
コーステープ　Sponsored by SHIMANO
　（１種目あたり約 12 本、6000m分をＭＴＢリーグより送付） 大会 2週前送付
ボトル　Sponsored by OGK KABUTO
　（クロスカントリーのみ各大会　ＯＧＫカブト様より直送） 4月初旬送付
メダル
　（公認クラス各１−３位、製作社より直送） 大会 2週前送付
賞状
　（公認クラス各１−３位、持参または、送付） 大会 2週前送付

7, 各大会側で担当し準備、提供するもの

・大会公認料等の支払い
・タイミング、リザルト
・プロモーション
・公式インフラの装飾と設置（スタート・フィニッシュアーチ、バックドロップ）
・参加競技者のオンライン登録
・イベント後のレポート
・UCI 規則、JCF 規則、大会テクニカルガイドの尊重
・大会賞金の支払い
・大会での医療サービス
・UCI、JCF派遣競技役員の宿泊、食事
・アンチ・ドーピング関連費用
・十分なカバーをする保険

公益財団法人日本自転車競技連盟指名派遣競技役員の宿泊、食事について
コミッセールパネル、およびテクニカルデレゲート、アディショナルコミッセール、その他
最大１０名（交通費、日当はリーグ拠出、期間中の宿泊、食事は主催者拠出）
期間中とは、最大プログラム日＋2 日間を言います。
宿は禁煙といたします
アディショナルコミッセールの配置をお願いしてきましたが主催者手配等々の負担軽減の
ために最大で１０名まで派遣としています。
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8, 補助事業に関しての流れ

「自転車競技の普及促進及び競技力の向上に資する事業 補助事業」として申請中の
Coupe du Japon の補助に関しましては、別途運用についてご案内いたしますので、
ご活用いただけますよう、よろしくお願いいたします。
なお、係る証拠書類の収集については、スムーズな補助金受領ができますようご協力を
よろしくお願いいたします。

対象大会：
Coupe du Japon マウンテンバイク大会の指定大会
（日本スポーツ振興センター、日本財団等の補助と重複することはできません）

9, キーデイト

2024/02 カレンダー発表、ＪＣＦチーム登録開始
2024/04 Coupe du Japon　開幕
2024/05/10-12 アジア選手権大会　（マレーシア）
2024/06/末 2025 年 UCI 登録公認大会国内締め切り
2024/07 全日本選手権大会 XCO
2023/08 オリンピック（フランス）
2024/08/28-09/01 世界選手権大会（アンドラ）
2024/11 Coupe du Japon　閉幕
2024/12 2025 シーズンカレンダー発表

10, Coupe du Japon関連サイト

下記サイトにて、横断的な情報発信を行います。
　 https://mtb-l.jp/cj/

https://www.facebook.com/mtbjpn/

大会情報についても随時いただけますようお願いいたします。下記のような情報がありましたら、
よろしくお願いいたします。（掲出のタイミングについては前後することがあります）

大会サイト（url） 受付開始日、締め切り日
大会ロゴ（jpg） コースマップ
前回大会の模様（jpg） その他のニュース及び掲載サイト情報

問い合わせ先
一般社団法人ＭＴＢリーグ

info@mtb-l.jp
以上
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